
 

 

単元名「保健（健康な生活と病気の予防）」 

 

１．単元の目標 

〇個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。（知識・技能） 

〇健康についての自他の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

（思考・判断・表現）  

〇生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。（学びに向かう力，人間性

等） 

 

 

２．単元の評価規準 

知識 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

健康な生活と疾病の予防に

ついて，理解を深めることがで

きる。 

 

健康な生活と疾病の予防について，課

題を発見し，その解決に向けて思考し

判断するとともに，それらを表現するこ

とができる。 

健康な生活と疾病の予防につい

ての学習に自主的に取り組もうと

している。 

 

 

 

３．指導と評価の計画 

時 主たる学習活動 評価（評価方法） 

１・２ 

３ 

YouTube による配信 

〇３年生の保健の学習内容の見通しを持つ。 

〇動画の視聴方法を確認する。 

【めあて】 

健康な生活と疾病の予防 

〇生活習慣が健康に及ぼす影響について考える。 

●知識 

（ノートへの記述） 

●思考・判断・表現 

（ノートへの記述） 

 

 

 

 

３年生保健体育科（保健分野） 



４．１時間の授業例（第３時） 

題材  食事と健康 

ねらい 健康的な食事の条件について知り，自分の食生活についての改善点を考えることができる。 

展開  （授業で使用したスライド一部抜粋） 

 

①前時の復習テストと確認（運動と健康）   ⑤栄養素の種類について学ぶ 

  

 

 

 

 

 

 

 

②本時のめあて                 ⑥栄養素の分類を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

③食事が果たす役割について知る         ⑦自らの食生活を振り返る 

  

 

 

 

 

 

 

 

④栄養バランスについて考える          ＜成果と課題＞ 

                         成果：コロナ禍においての家庭での生活が続く 

中，運動や栄養，休養の取り方など生活と健康の 

関わりについての内容を扱う意義は大きかった。 

課題：生徒の生活に結び付けていく努力はした 

が，双方向ではない授業のため，確認が取りづら

く，再開後の復習は必須と考える。 



 

 

 

単元名「体つくり運動」 

１．単元の目標 

〇運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，生涯にわたって運動を豊かに実践することがで

きるようにするため，運動，体力の必要性について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

（知識・技能） 

〇運動についての自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝える力を養う。（思考・判断・表現） 

〇運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって運

動に親しむ態度を養う。（学びに向かう力，人間性等） 

 

 

２．単元の評価規準 

知識及び運動 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・体つくり運動を通して，体を動か

す楽しさや心地よさを味わい，運

動を継続する意義，体の構造，運

動の原則などを理解するととも

に，健康の保持増進や体力の向

上を目指し，目的に適した運動の

計画を立て取り組んでいる。 

・自己や仲間の課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するとともに，自己

や仲間の考えたことを他者に伝

えようとしている。 

 

・体つくり運動に自主的に取り組

むとともに，互いに助け合い教え

合おうとすること，一人一人の違

いに応じた動きなどを大切にしよ

うとすること，話合いに貢献しよう

としたり，健康・安全を確保しよう

としたりしている。 

 

 

３．指導と評価の計画 

時 主たる学習活動 評価（評価方法） 

１・２ 

３ 

ZOOMによる配信 

〇体つくり運動の学習内容の見通しを持つ。 

〇体つくり運動の必要性について学習する。 

【めあて】 

体つくり運動 

〇効果的な運動の行い方を考える。 

●知識及び運動 

（ノートへの記述） 

●思考・判断・表現 

（ノートへの記述） 

●主体的に学習に取り

組む態度 

（ノートへの記述） 

 

 

 

３年生保健体育科（体育分野） 



 

４．１時間の授業例（第３時） 

題材  食事と健康 

ねらい 健康的な食事の条件について知り，自分の食生活についての改善点を考えることができる。 

展開  （授業で使用したスライド一部抜粋） 

 

①本時のめあて（体つくり運動）       ⑤運動を実践 

 

 

 

 

 

 

 

②本時の課題                  ⑥実践を記録 

 

 

 

 

 

 

 

③力強い運動についての学習           ⑦振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

④運動についての説明              ＜成果と課題＞ 

                        成果：家庭での生活が続く中，家庭でできる運動を 

行うことが健康維持の面で必要になる。運動を促 

                         し，内容を提示できたのは有意義なことであっ 

た。 

課題：家庭で行うことのできる運動についての指 

導者側の理解を深めていく必要性を感じた。 

 

 

 


